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１ 地理分野からの出題です。 

 

問１ 文章中に「最も標高が高い地点で標高 2000m ほど」、「この山脈の東側」、「面積が日本第 4 位の湖」、とありますので、福島

県の会津盆地に関する問題であることが分かります。正解は②です。会津塗りは、この地域の主要な伝統的工芸品です。 

問２ 水力発電は、主に山間部に建設されたダムでおこなわれています。「水力発電所は、電力消費量の大きい都市部から離れた

山間部に立地することが多いため。」といった内容の文章であれば正解とします。 

問３ Ａ 文章中に｢この県に源流をもち日本海に注ぐ河川｣、「四大公害病のひとつが発生」とありますので、阿賀野川に関する 

問題であることが分かります。正解は「新潟水俣病」です。「第二水俣病」も正解とします。 

   Ｂ 雨温図の問題です。問題文中の「この河川の河口にある県庁所在地」は新潟市です。新潟市は、冬に降水量が多くなる

日本海側の気候に属しています。正解は③です。 

問４ 文章中に「標高 3000m を超える山頂が連続する山脈」の南側に位置する、「温暖な気候」とありますので、静岡県に関する

問題であることが分かります。また、［資料］を見ると、鹿児島県などが上位になっていますので、正解は「茶」です。 

問５ 代表的な都市である富士市や苫小牧市などに工場が立地していることから、正解は③です。 

問６ 正解は「過疎」です。 

問７ 文章から、問われている湖は、中海であることが分かります。正解は③です。 

問８ 正解は④です。文章Ⅰ～Ⅲで示されている山地・山脈は、順に越後山脈、赤石山脈、中国山地です。 

 

２ 歴史分野からの出題です。 

 

問１ 正解は①です。「青銅器が日本で盛んにつくられた時代」は、弥生時代をさしています。②③は古墳時代、④は奈良時代に

ついて述べた文です。 

問２ 正解は「行基」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問３ 藤原定家は鎌倉時代前期に活躍した歌人です。正解は①です。②は奈良・平安時代、③は戦国時代、④は平安時代について

述べた文です。 

問４ 正解は②です。ウィリアム=アダムズを外交顧問とした人物は徳川家康です。 

問５ 正解は「大輪田泊」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問６ 正解は④です。④の「刀剣」は、日本から明への主な輸出品のひとつです。 

問７ 正解は④です。「間宮林蔵」が誤りです。 

問８ 正解は③です。③が示している下田は、日米和親条約によって開港され、日米修好通商条約によって閉鎖されました。 

問９ 「日本政府は、国際連盟からの脱退を通告した。」といった内容の文章であれば正解とします。 

 

３ 公民分野からの出題です。 

 

 問１ 正解は①です。 

問２ 正解は、空欄  Ｘ  ・  Ｙ  の順に「国会」、「連帯」です。正しい漢字での解答、さらに、空欄  Ｘ  ・ 

  Ｙ  ともに解答できた場合のみ正解とします。 

問３ 問題文に「議員ひとりあたりの有権者数」とありますので、いわゆる一票の重さについての問題であることが分かります。 

「選挙区によっては、一票の価値に(最大で 5 倍以上の)格差があったこと。」といった内容の文章であれば正解とします。 

問４ 正解は「国政調査権」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 

問５ 空欄 （オ） 省とは、法務省です。正解は③です。①は警察庁、②は海上保安庁、④は厚生労働省について述べた文です。 

問６ 正解は「田中角栄」です。正しい漢字での解答のみ正解とします。 



問７ 正解は④です。 

問８ 正解は①です。最高裁判所の裁判官は、最高裁判所の長官の許可がなくても逮捕できます。国民審査は最高裁判所の裁判官

が受けます。また、裁判官は憲法及び法律に従って裁判をおこなわなければなりません。したがって、②③④は誤りです。 

問９ 正解は①です。「憲法を尊重し擁護すること」は、日本国憲法第 99 条において、天皇又は摂政及び国務大臣、国会議員、裁

判官その他の公務員の義務とされており、一般の国民には求められていません。 


